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金

報

葉

報

経

溝

部

事

O
京
外
研
究
中
で
あ
ワ
た
助
教
授
柴
岡
敏
氏
は
米
英
獅
呉
他
各
岡
に
於
て

倒
的
を
重
ね
、
五
月
「
川
口
知
市
苧
蹄
製
さ
れ
た

o
H
下
料
消
間
半
演
相
同
決
湖

町
出
舵
桝
書
緋
績
を
椴
-
品
さ
れ
て
ゐ
る
。

O
十本鼎山吊掠州m山
ド
に
ド
於
て
刊
行
せ
る
英
文
和
一
要
畏
}
同
内
V

ヨ‘Cb旨
阿
史
《
戸

c5
『

rH

同悶向

2
』
百
。
，
司
司
は
既
に
十
ニ
年
の
田
偲
陀
仲
附
一
史
を
持
つ
て
を
り
、
従
来
年
二
同
百
愛
惜
渡
以
行
で

あ
つ
た
が
、
今
岡
凶
季
刊
行
に
改
め
た
。
但
し
本
年
は
七
月
・
十
月
の
ニ

問
刊
行
と
し
、
明
年
よ
り
一
・
凶
・
七
・
十
月
白
凶
同
刊
行
と
す
る
。

艦

漕

曾

畢

O
大
曾
わ
が
経
済
同
申
告
ロ
は
、
経
済
皐
部
創
立
記
念
日
を
卜
し
て
年

々
大
合
を
開
催
し
来
っ
た
が
、
本
年
は
そ
の
第
二
十
回
に
常
り
、
研
究
報

骨
舎
を
行
ふ
形
式
に
於
て
は
第
四
同
に
常
っ
て
ゐ
る
。

第
一
日
五
月
二
十
八
日
(
土
限
日
)
午
後
一
時
よ

p
本
町
中
第
四
教
室
に

於
て
左
記
順
序
に
よ
っ
て
公
開
講
演
}
舎
を
開
催
、
六
時
間
曾
し
た
o

聴
衆

堂
に
盛
れ
立
錐
の
飴
地
な
き
楠
況
で
あ
っ
た
。

開
舎
の
僻

経
済
串
合
曾
計
報
管

戦
時
財
政
経
済
白
森
進

本
語
教
授

本
皐
教
授

東
京
日
日
新
聞
枇

綬

務

部

長

高

田

保

路

氏

谷

口

吉

彦

氏

西
野
入
愛
一
氏

第
四
十
七
巻

第

貌

互E

O 

ヨ王
O 

な
力
随
一
本
管
理
に
つ
い
て
遮
信
行
活
気
局
長
大
和
問
悌
二
氏

一

む

す

び

」

の

託

、

と

統

管

制

附

桝

本

製

教

授

作

阿

茶

一

氏

間

合

の

酢

本

町

中

助

教

授

中

川

輿

之

助

氏

右
の
う
ち
作
同
教
授
の
講
韻
は
、
本
誌
本
減
論
叢
欄
論
文
と
し
て
掲
載
し

た
か
ら
参
照
せ
、
b
れ
た
い
。
他
二
氏
の
講
禍
要
領
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

戦
時
川
政
純
情
内
務
企

間

的

入

愛

l:¥; 

現
十
牝
我
が
川
四
民

hm械
は
日
立
事
務
に
山
師
し
て
ゐ
る
。
い
い
山
主
で
し
た

く
近
代
戦
の
特
徴
は
搬
械
化
に
存
し
、
此
的
結
果
E
叡
な
る
政
費
を
要
L

現
に
日
文
事
国
世
に
於
て
も
昨
年
度
二
十
五
億
圏
、
今
年
度
凶
十
八
位
園
、

合
計
七
十
三
倍
岡
山
戦
費
を
要
す
る
が
、
そ
の
制
謹
方
訟
如
何
。

か
か
る
日
制
の
戦
費
削
建
に
関
し
て
問
題
な
の
は
、
所
制
公
債
乎
租
税

乎
に
非
ず
し
て
、
公
債
と
租
税
と
を
如
何
に
按
配
す
べ
き
か
、
で
あ
る
が

我
凶
の
羽
以
は
Y
一
う
で
あ
る
か
。
現
在
の
帯
税
制
は
職
費
の
約
二
十
分
の

一
に
計
る
が
、
こ
れ
で
宜
し
い
で
あ
ら
う
か
。
今
少
し
〈
噌
枕
を
要
す
る

と
岡
山
は
れ
る
。

槍
枕
に
劃
し
て
は
、
愉
咽
枕
が
凶
民
経
済
を
不
健
全
な
ら
し
め
る
の
で
な

い
か
の
懸
念
も
あ
る
が
、
我
闘
の
岡
民
所
得
、
生
産
能
力
等
の
現
般
に
鑑

み
、
少
々
の
帯
枕
に
よ
っ
て
我
凶
民
経
済
は
決
し
て
弱
値
化
ず
る
も
の
で

ほ
な
い
。

然
ら
ば
、
暫
粧
の
兵
開
策
如
何
と
一
百
へ
ば
、
第
三
穏
所
得
税
免
税
駐
の

引
下
げ
、
こ
れ
で
あ
る
。
(
私
案
は
五
百
闘
で
あ
る
が
)
嘗
て
克
枝
貼
千
二

百
園
の
際
人
r
閥
民
中
所
得
税
納
税
者
総
吸
は
結
局
官
高
人
迄
帝
加
し
、
此



度
の
千
岡
へ
の
切
下
げ
に
よ
ワ
て
百
四
十
寓
人
迄
に
増
加
を
見
た
が
、
選

準
民
自
数
と
比
絞
ナ
れ
ば
、
如
何
に
そ
の
数
少
き
か
が
知
ら
れ
る
。
所
得

慢
に
調
し
て
屡
々
大
衆
課
伶
一
五
々
の
批
難
を
閣
く
が
、
所
得
稔
負
捨
階
放

は
貨
は
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
「
選
ば
れ
た
る
民
-
で
あ
る
。
寅
際
、
相

設
の
社
命
日
的
地
件
い
か
-
有
す
る
も
の
に
し
て
、
控
除
等
に
よ
っ
て
、
負
捲
を

免
る
る
も
の
は
撤
め
て
多
〈
否
々
一
圭
し
て
一
鷺
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
完

税
知
子
二
百
固
と
云
っ
て
も
、
月
給
百
困
の
も
の
に
抹
税
ナ
る
場
合
は
枯

め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
で
あ
る
か
ら
、
四
叫
花
過
や
り
古
川
京

市
民
は
直
役
所
内
川
正
す
ら
わ
者
ま
へ
て
ん
な
い
o

此
鮎
曲
川
村
は
多
少
事

情
を
具
に
す
る
。

訴
を
泣
め
て
我
M

阿
川
川
政
の
叫
況
を
児
ょ
う
a

今
日
山
中
川
針
は
公
債
を
主

と
し
租
税
を
従
と
し
、
最
近
の
公
債
新
規
投
行
訓
は
数
年
前
の
公
債
残
高

に
略
々
匹
敵
す
る
の

E
額
に
達
し
た
が
、
そ
れ
は
周
滑
に
消
化
さ
れ
つ
ワ

あ
る
か
。
現
在
迄
は
略
順
調
に
並
行
し
た
が
、
今
後
は
如
何
o

大
値
安
心

で
な
い
か
と
思
ふ
。

こ
と
で
生
産
力
繍
充
政
策
に
つ
い
て
考
へ
て
見
た
い
。
こ
こ
に
青
々
が

直
面
す
る
事
費
二
あ
り
、
一
は
物
償
騰
賞
、
他
は
貿
易
萎
縮
、
こ
れ
で
あ

る
。
此
等
は
共
に
相
閥
聯
し
つ
つ
今
日
の
我
図
の
経
済
資
濯
を
阻
告
し
つ

つ
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
と
は
云
へ
、
我
閣
が
職
事
目
的
遺
行
の
た
め
軍
事

資
材
を
県
富
に
獲
得
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
限
目
、
忍
ば
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

事
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
向
常
局
は
種
々
の
謝
策
を
構
じ
統
制
を
行

ひ
つ
つ
あ
る
が
、
比
の
目
的
は
商
人
の
狭
智
に
よ
っ
て
充
分
に
は
賃
現
さ

れ
な
い
で
ゐ
る
。
こ
こ
で
環
を
大
に
し
て
主
張
し
た
い
の
は
、
此
の
潟
に

集

報

マ三 1:: Iま
あ鴇 l弱
る efr 氏
。1:: グ〉
主tlili.
E邑カ
すを
る大
委ぃ
勢に
の必
整:辺
、まと
ぎす
るる
もこ
じだコ と
るで
るあ
をる
見。

る五七
J主里占
ip色凶
Jう巨己

ての
主主ー
慎吾E

電
力
闘
う
品
作
理
に
つ
い
て

王

国

1

&

P

T
4不
a

日

μ刊ド

E己

電
力
管
理
法
、
日
本
後
世
合
仕
法
、
電
力
管
珂
に
伴
ふ
社
債
虚
理
に
闘

す
る
法
律
、
電
気
事
業
故
中
改
正
法
律
の
四
法
律
よ
り
成
る
屯
力
閥
系
管

理
は
本
格
四
月
割
期
的
な
意
義
を
も
っ
て
生
れ
同
た
。
鮪
い
て
抗
力
持
州
一

準
備
問
が
ぷ
げ
ら
れ
、
明
白
刊
卜
四
年
間
月
一
日
よ
り
こ
の
凶
次
官
煙
を
宵

地
す
る
た
め
目
下
諸
般
の
市
怖
を
行
っ
て
ゐ
一
心
。
ち
と
y
(、
此
内
問
週
は

庶
政
一
新
と
い
ふ
時
代
引
っ
叫
ん
'
に
来
叩
て
扱
閉
さ
れ
、
川
略
取
品
川
俊
州
市

ι知山

で
第
七
十
三
議
舎
を
通
過
し
、
法
律
と
し
て
成
立
を
見
た
り
で
あ
る
が
、

議
舎
に
お
い
て
は
、
強
制
間
資
規
定
は
所
有
権
の
侵
害
で
は
な
い
か
、
と

の
法
律
の
裏
に
枇
合
同
主
義
思
想
が
品
川
ん
で
ゐ
な
い
か
、
従
っ
て
電
力
を
凶

替
と
し
た
る
後
は
か
か
る
統
制
方
式
が
他
の
産
業
に
も
及
ぶ
の
で
は
な
い

か
、
等
の
姑
に
質
問
が
集
中
さ
れ
た
。
然
し
乍
ら
「
公
盆
は
私
盆
に
優
先

す
る
一
。
同
一
品
の
治
め
に
は
所
有
権
も
制
限
さ

ιね
ば
な
ら
向
。
叉
電
力

事
業
が
岡
家
符
迎
に
時
惨
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
事
業
の
本
質
が
之
を
必
袋

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
卸
ち
時
代
の
力
と
事
業
の
本
質
が
之
を
務
付
〈
べ

き
所
に
落
付
か
せ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
電
力
弘
行
程
の
必
然
性
は
何
庭
に
あ
る
か
。
十
九
位
紀
の
文
明
は

機
械
の
透
明
に
恭
〈
に
謝
し
今
佐
紀
の
文
明
は
動
力
革
命
に
某
く
。
今
宇

電
力
は
産
業
の
基
礎
で
あ

D
、
人
類
生
活
の
内
山
容
で
あ
る
。
幸
に
し
て
我

第
四
十
七
巻

五

互

第

君主



梨

報

図
は
世
界
有
歌
円
水
力
闘
円
で
あ
る
が
、
そ
め
利
用
に
至
つ
て
は
従
来
必
ず

し
も
合
別
的
で
な
か
ヲ
た
c

之
を
ム
日
現
化
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
で
我
凶
水
力

は
、
更
に
峡
己
目
な
設
源
と
な
り
符
る
け
れ
ど
も
、
今
日
迄
の
費
本
主
義
的

私
管
企
業
に
委
ね
て
お
い
て
は
望
み
得
ベ
〈
も
な
い
。
更
に
慢
村
の
更
生

に
と
っ
て
泣
力
執
及
の
も
り
志
義
は
大
き
い
。
前
向
排
水
の
み
で
も
現
ホ

ω
=
府
間
惜
の
小
川
カ
を
必
裂
と
す
る
。
そ
め
他
定
化
に
よ
る
農
村
工
業
の

引
貸
出
此
も
・
繋
前
官
ト
端
で
あ
る
。
然

L
日
目
力
の
枇
及
も
亦
私
符
企
業
で
は
十
分
な

こ
と
を
期
作
し
り
な
い
。

問
り
て
小
川
力
が
同
一
布
μL
刊
に
抱
寸
乙
糾
社
債
を
荷
す
る
中
γ

品
川
中
を
見
る
に

電
力
は
概
大
な
地
域
に
統
一
的
に
供
給
す
れ
ば
所
前
負
荷
の
綜
合
に
ょ
う

て
設
備
の
簡
約
が
可
能
と
な
り

4

又
そ
の
利
用
卒
も
荷
主
る
。
従
っ
て
低

廉
な
る
電
力
を
供
給
し
得
る
の
で
あ
る
。
又
電
力
は
自
由
競
争
に
委
ね
る

よ
り
も
一
定
地
域
に
濁
出
的
に
供
給
せ
し
め
る
方
が
よ
い
。
か
く
し
て
電

力
事
業
は
統
一
的
凶
家
凡
日
現
に
適
す
る
。

電
力
岡
山
本
作
迎
の
必
要
は
明
か
で
あ
る
が
、
之
を
賞
施
す
る
の
は
割
期

的
な
同
盟
化
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
大
な
る
降
務
の
起
る
こ
と
は
止
む
を
得

な
い
。
如
何
に
し
て
こ
の
陸
相
院
と
犠
引
と
を
ゆ
ノ
〈
ナ
る
か
、
電
力
事
業
を

現
十
代
ま
で
に
育
て
上
げ
た
事
業
者
の
功
続
は
之
を
誌
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
慎

哲
一
な
態
度
と
同
情
と
を
以
て
準
備
に
灯
、
b
ね
ば
な
、
U
ぬ
と
信
ず
る
。

幸
に
し
で
電
力
的
れ
理
法
の
成
立
後
、
卒
業
者
も
過
去
の
猛
烈
な
る
反
到

に
拘
ら
ず
、
新
時
代
に
迫
昨
附
す
る
大
事
業
に
貢
献
す
る
誇
り
を
感
ピ
て
協

力
の
態
度
を
一
目
し
て
ゐ
る
。
凶
論
の
統
一
を
見
る
は
誠
に
存
ば
し
い
。
こ

の
大
事
業
も
か
〈
て
こ
そ
完
全
に
途
行
さ
れ
る
で
あ
、
b
ぅ
。

第
川
一
J

七
巻

五

第

量左

五

同
日
午
後
七
時
よ
り
然
友
舎
館
に
於
て
晩
餐
舎
を
開
〈
。
犬
利
岡
・
西

野
入
氏
や
一
新
め
本
町
申
教
官
、
本
田
申
出
身
専
門
酪
絞
其
他
教
職
員
、
大
島
院

障
子
生
年
九
十
名
問
席
、
十
勢
、
氏
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ

1
4ず
が
あ
り
、
円
本
絞

摘
出
申
の
建
設
、
戦
時
経
済
に
闘
す
る
話
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
或
は
県
倒

的

um
況
報
告
が
あ
り
、
和
や
か
な
、
而
も
緊
去
し
た
場
面
を
展
開
し
て
十

時
散
命
日
し
た
c

第
二
日

ム

zmr
、

五
月
二
十
九
日
(
日
照
日
)
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
に
主
る

左
紀
和
一
嗣
究
報
骨
が
あ
っ
た
。
間
席
者
七
十
五
名
。

『

翫江

官i

~~ 

ナ
チ
ス
キ
命
の
原
理
具
傾
依
の
輔
換

創
設
信
用
と
闘
定
投
養

本
車
助
教
授

立
命
館
大
車
専
門
事
部
教
授

阿
波
池
町
の
株
付
改
に
つ
い
て

生
命
保
険
料
の
分
析

昭
和
高
等
商
業
革
校
教
授

大
阪
間
科
大
劇
助
教
授

午

後

o 

部

資
本
の
流
動
化
に
就
い
て

神
戸
高
等
商
業
率
校
教
授

円

本

荘

闘

の

併

設

彦

根

高

等

商

業

畢

校

講

師

植
民
地
叙
有
の
政
治
的
立
場
と
絞
済
的
立
相
場

和
歌
山
高
等
向
業
牟
校
教
授

満
州
閣
に
於
け
る
親
桟
と
農
事
合
作
祉
に
就
い
て

高
経
高
等
商
業
製
校
助
教
授

中
川
典
之
助
氏

有

fli 

興
平
氏

上
間
藤
十
郎
氏

近

藤

文

ニ

氏

有

井

治

氏

江

頭

恒

治

氏

金

持

民口

氏

丸
岡

永
作
氏



支
那
経
済
に
於
げ
る
銀
の
地
位
山

口

高

等

溜

業

皐

校

数

授

徳

永

清

行

氏

右
報
告
の
う
ち
中
川
・
近
藤
・
有
井
・
江
頭
四
民
の
論
稿
は
本
誌
本
競

に
恐
載
し
た
か
ら
之
を
省
き
、
他
の
五
氏
の
報
告
要
領
を
左
に
掲
げ
る
。

創
造
信
用
と
同
定
投
資

1
1
1
誇
券
の
一
機
能
に
づ
い
て
!
i
l

石

l'号

民

司王

rli 

時
対
本
主
義
枇
命
日
に
於
げ
る
料
桝
冊
以
刷
出
即
ぁ
概
大
科
生
産
は
、
附
加
的
貨

物
資
本
山
形
成
と
し
て
引
は
れ
る
が
市
こ
の
こ
と
は
必
干
や
て
の
附
加
的

山
川
町
力
制
法
内
問
胞
か
作
ふ
ョ
一
助
そ
一
絞
洲
市
浪
か
り
出
廷
し
て
撚
大
再
生

藤
一
を
可
能
な
ら
し
め
る
所
の
な
刑
的
傑
件
を
問
ふ
と
い
ふ
方
伎
が
と
、
b
れ

る
場
合
、
シ
ユ
ム
ベ

1
タ
ー
の
如
く
「
経
済
旋
風
は
創
建
貨
幣
乃
至
制
法

信
用
に
よ
っ
て
金
融
さ
れ
る
」
と
結
諭
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
し
て
貨

物
禿
本
の
新
形
成
に
於
て
は
、
同
定
資
本
円
形
成
が
決
定
的
重
要
性
を
も

ち
、
問
定
資
本
必
形
成
の
た
め
に
は
阿
定
的
受
信
が
要
求
さ
れ
る
。
蓋
し

同
定
資
本
の
建
設
に
投
下
さ
れ
た
資
本
は
、
永
年
間
に

h
る
そ
の
生
産
物

の
販
買
に
よ
っ
て
の
み
徐
々
に
同
牧
さ
恥
る
に
過
ぎ
な
い
か
乙
で
あ
る
。

所
が
創
設
信
則
は
、
授
信
銀
行
の
立
場
か
ら
見
て
長
期
た
り
難
い
。
そ

の
理
由
は
次
の
如
く
で
る
る
。
印
ち
、
預
裁
が
世
間
義
の
振
替
決
済
に
よ
づ

て
、
策
金
の
空
、
ゐ
で
遁
貨
売
る
の
作
川
を
佐
官
み
う
る
こ
と
を
僚
件
と
し

て
、
伝
川
授
興
が
資
金
刑
法
の
踊
凶
と
な
る
。
換
一
一
目
す
れ
ば
、
信
用
創
詮

は
預
金
の
振
替
決
消
や
一
保
件
と
し
て
可
能
と
な
る
。
量
的
に
一
五
へ
ば
、
預

梨

報

金
の
振
替
決
済
の
一
範
悶
は
信
用
創
造
の
範
閲
を
決
定
す
る
o
所
で
、
と
の

振
替
決
済
の
可
能
性
は
絡
封
的
で
な
〈
可
質
的
で
あ
る
。
印
ち
預
金
の
現

金
引
出
は
不
時
に
生
ず
る
危
険
が
あ
り
、
預
金
の
他
行
へ
の
移
輔
が
中
央

銀
行
の
預
け
金
の
移
鞠
を
伴
ふ
事
は
随
時
に
生
ピ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

ιM

L

る
場
合
に
備
へ
る
た
品
に
、
銀
行
は
創
出
直
信
用
を
涜
動
的
形
麗
に
保
持

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
卸
ち
銀
行
は
終
替
の
安
A
B
性
の
立
場
か
ら
、
訓
川
遺
信

用
を
長
期
的
同
定
貸
と
す
る
こ
と
を
ば
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
誇
券
は
か
〈
の
如
〈
長
期
た
り
難
い
創
造
信
用
を
同
定
的
受
信

を
必
要
、
と
す
る
阿
定
資
本
形
時
の
金
融
広
向
け
る
注
を
開
〈
。
読
し
、
詮

穿
を
昧
介
と
し
て
金
融
ナ
る
と
き
は
、
受
信
者
川
口
返
還
を
恕
き
起
さ
ず

ご

E
一

f
E
F
O
-
-
:
、
鬼
冒
と
〉

i

l

-

-
、

t
F
-
E
苫

》

J

I
て
程
在
尋
問
ド
ト
主
て
京
勢
F
J
E
去
に
」
ぐ
て
阪
叫
可
責
主
斤
L
P

牧
を
な
す
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
の
如
〈
創
泣
信
用
と
同
定

資
本
の
形
成
、
と
を
銚
介
す
る
と
い
ふ
機
能
が
諸
島
Y

に
あ
る
こ
と
を
論
詩
ナ

る
こ
と
が
此
の
報
告
の
限
目
で
あ
る
。

か
L

る
詩
券
の
機
能
は
、
資
金
の
供
給
に
弾
力
性
を
賦
奥
し
、
自
然
利

子
に
針
す
る
銀
行
利
子
の
遅
れ
を
誘
致
し
、
日
常
気
費
動
を
可
能
な
ら
し
め

る
鮎
に
於
て
、
又
、
設
券
の
か

L
る
機
能
が
散
歩
の
流
語
性
を
前
提
と
し

こ
の
流
語
性
は
H

京
気
の
匙
展
と
初
接
h
u
関
係
に
泣
か
れ
、
や
が
て
又
卦
気

の
絞
過
に
劃
し
て
反
作
川
を
及
ぼ
す
と
い
ふ
貼
に
於
て
、
味
気
論
的
立
義

を
も
う
。
向
、
此
の
問
題
は
危
大
な
止
産
力
の
撰
充
、
従
っ
て
同
定
禿
本

形
戎
の
へ
丸
融
問
題
に
底
面
し
て
ゐ
与
我
凶
に
於
て
特
に
深
き
祝
賀
的
意
義

を
も
つ
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
凶
十
七
山
容

第

腕

五

五



正記

報

阿
波
池
川
の
棟
付
攻
に
つ
い
て

t 

川

藤

十

郎

氏

徳
川
時
代
任
落
に
於
て
は
、
宗
門
改
、
人
別
攻
円
行
は
れ
た
こ
と
は
、

問
知
の
こ
'
と
で
あ
る
。
人
別
改
は
一
一
粧
の
人
口
問
査
で
あ
-
Q

が
、
阿
波
蒋

に
於
て
は
、
椀
付
改
な
る
色
の
が
あ
リ
、
宗
門
改
と
ほ
械
然
と
区
別
吉
山
村

て
ゐ
た
。
棟
刊
改
は
、
元
兆
L

九
日
用
支
配
下
に
あ
る
十
五
故
以
上
六
十
蔵
h

止

の
健
会
な
る
mw
子
に
針
し
で
、
成
止
。
役
と
併
す
る
央
牧
を
保
す
る
必
要
よ

り
し
て
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
…
弘
前
官
中
心
と
す
る
身
分
闘
係

の
調
査
を
柴
ね
た
人
口
調
査
で
あ
っ
て
、
明
解
二
年
延
賓
一
冗
叶
、
文
化
八

年
の
三
闘
に
施
行
せ
ら
れ
た
。
し
恥
し
て
そ
の
結
岡
市
を
集
録
せ
る
も
の
が

棟
付
帳
で
あ
る
。

棟
付
帳
の
様
式
は
、
明
暦
度
、
戸
一
延
賓
度
の
そ
れ
と
の
問
に
は
、
大
な
る

相
還
を
認
め
得
、
U
れ
な
い
が
、
こ
れ
年
を
文
化
度
の
そ
れ
と
比
較
十
一
れ

ば
、
可
な

P
の
相
違
鮎
が
見
ら
れ
、
時
代
目
終
也
に
伴
ひ
、
形
式
の
よ

P

整
備
せ
邑
勤
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

徳
川
時
代
阿
波
池
同
は
、
池
田
町
な
る
城
下
町
と
池
田
村
と
の
こ
つ
に

分
た
れ
て
ゐ
た
が
、
私
は
池
同
に
探
訪
旅
行
を
試
み
、
雨
者
の
棟
付
帳
そ

の
他
閥
係
文
書
を
見
る
の
械
曾
を
何
刊
が
一
の
で
、
こ
れ
を
中
心
主
し
て
阿
波

部
内
棟
付
改
及
び
棟
付
阪
の
一
践
を
考
然
し
て
見
た
い
。

人
別
攻
。
結
果
を
集
録
せ
る
人
別
改
帳
、
或
は
五
人
組
較
の
社
合
経
済

史
的
考
察
は
、
既
に
多
〈
の
事
者
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
司
白

が
、
椋
付
帳
を
枇
ム
骨
日
経
済
史
的
に
考
察
す
乙
こ
と
に
よ
り
て
知
り
得
る
こ

と
は
、
主
づ
第
一
に
、
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
人
口
動
患
の
一
端
が
窺
ひ

第
間
十
七
巻

王E
凹

第

披

五
1'9 

第
こ
に
は
、
軒
別
に
よ
る
聴
業
別
が
、
地
品
て
大
ざ
り

は
で
あ
る
が
分
別
せ
、
り
れ
、
第
一
ー
に
は
、
町
人
百
帆
町
内
大
小
向
担
肢
が
、

あ
る
桂
反
古
勺
推
刈
し
得
、
U
れ
る
こ
止
、
第
四
に
は
、
町
人
百
姓
そ
の
他

の
身
分
階
級
の
別
、
白
ち
身
貯
が
別
的
に
な
し
待
ら
れ
る
こ
と
、
と
れ
で

る
る
。
殊
に
館
山
の
鮎
U
、
棟
付
帳
が
人
別
改
帳
に
北
し
、
首
唱
し
〈
そ
の

趣
を
叫
に
せ
る
動
で
あ
主
主
巧
へ
ら
れ
る
の

阿
波
市
山
杭
付
改
叫
、
品
川
水
判
間
次
的
出
州
付
改
を
一
汀
ふ
べ
〈
準
備
中
に

何
々
維
持
刊
の
路
市
に
限
八
件
し
、
巾
比
一
サ
品
川
止
h
u
な
す
に
不
正
り
た
が
、
明

治
維
新
後
明
治
一
二
年
十
二
月
身
居
解
放
令
の
品
目
布
が
あ

P
、
明
治
四
年
戸

籍
の
姉
成
と
共
に
、
そ
の
存
花
到
耐
を
失
ふ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

得
ら
れ
る
こ
と
、

植
民
地
領
有
の
政
治
的
立
場
と
総
務
的
立
場セず

V
3
3
 

金

mli 

氏

事
人
本
主
義
時
代

経
済
植
民
地
は
岡
一
品
の
資
本
主
義
の
段
階
の
型
に
肱
じ
て
編

成
さ
れ
、
十
代
来
の
生
産
生
活
の
破
壌
と
、
新
生
産
方
法
の
導
入
が
行
は
れ

る
。
か
〈
て
農
業
努
働
者
及
び
工
業
努
働
者
が
創
出
さ
れ
、
自
足
的
な
締

済
生
活
か
ら
交
換
宅
活
に
並
h

明
、
其
の
消
費
及
生
産
生
活
の
形
式
は
著
し

f
、
均
質
化
し
、
彼
等
に
一
憾
と
し
て
の
結
合
の
親
念
を
産
品
附
〈
る
地
盤

を
作
る
。
J

究
ぎ
に
従
来
の
権
成
枇
舎
、
土
着
資
本
家
枇
合
、
巾
間
階
級
が

は
溶
し
て
下
指
此
合
心
巾
に
入
り
込
む
。
次
ぎ
に
交
換
生
活
に
入
れ
る
農

民
決
び
接
働
者
は
、
不
況
を
鰹
済
援
詑
白
停
滞
と
の
回
り
来
る
理
由
を
樹

立
す
る
民
族
に
求
め
、
階
級
感
情
が
民
族
感
情
の
巾
に
移
入
さ
れ
強
化
さ

れ
る
。
最
後
に
、
枇
曾
的
地
枚
と
民
族
的
地
位
と
終
持
的
地
位
と
が
同
一

第(
A
)
 



の
州
棋
に
治
ふ
て
、
支
配
民
族
?
と
従
属
民
伸
明
と
を
椛
抽
出
と
上
下
の
二
者
に
分

た
し
め
る
。
右
泊
夫
々
。
こ
と
直
制
重
っ
て
他
民
地
民
衆
ハ
リ
川
内
疾
窓
設
を

強
め
る
契
縄
と
な
る
。

植
民
地
民
衆
は
在
来
の
原
的
共
産
制
、

封
達
制
、
初
期
資
本
制
等
か
ら

市
民
連
せ
る
資
本
制
の
巾
に
組
恥
入
れ
ら
る
込
に
従
っ
て
例
人
主
義
刀
椅
岬

に
訓
化
さ
れ
、

地
域
的
結
合
心
内
線
と
個
人
主
義
に
よ
る
結
合
内
機
体
開
と

の
雨
者
を
包
摘
せ
る
M

山
焼
枇
合
を
憐
戒
す
る
。
民
旋
ぽ
完
全
な
る
共
同
枇

九
世
H

で
は
な
く
、

資
本
川
枇
合
リ
何
人
主
廿
再
開
叩
明
ぽ
決
し
て
民
液
に
封
ず
る

守
主
乃
若
里
ご
土
』
よ
、
J

Fj13
〆

L
h
T
-
i
1
h

、i
，

[
唱

立
ム
日
H

7

 
情
民
地
刀
編
成
は
政
治
直
で
崎
捗
力
組
問
、

保
設
岡
、

判
噛
民
地
を
成
立
せ
し
め
る
B

之
は
資
本
・
凶
民
絞
神
河
川
口
湖
能
力
杭
に
凶

案
。
政
治
能
力
に
漂
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
能
力
の
擁
大
並
に
強
化
に
伴

っ
て
団
四
日
紅
白
政
治
機
構
が
鐘
来
の
政
治
機
構
に
板
門
f

て
品
川
町
J

、
植
民
地
民

族
は
樺
力
機
構
の
外
に
立
た
さ
札
、
拙
官
然
様
の
煩
荒
が
主
ず
る
。
か
〈
て

植
民
地
民
旋
を
し
て
政
治
的
に
現
状
同
直
を
米
む
る
刀
心
怠
を
制
措
見
せ
し

め
る
。

第

自
己
主
主
寺

t

Eト
ド

l
t
2
-
J
R
イ

全
世
主
義
の
理
論
に
於
て
は
地
域
的
に
側
々
地
方
の
淘
立
性
は
考
へ
ら

れ
な
い
。
植
民
地
は
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
岡
京
の
全
き
一
部
分
'
と
な

る
。
従
っ
て
余
地
官
主
義
の
下
に
於
て
は
植
民
地
は
母
凶
と
窓
L
強
き
結
合

に
入
、
b
ざ
る
を
得
ね
。
植
民
地
の
地
位
と
能
力
と
が
如
何
に
る
り
如
何
に

成
る
と
も
岡
家
の
ぞ
慌
性
の
充
足
に
役
立
つ
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
全
世

主
義
は
植
民
地
投
憐
の
原
理
で
あ
る
前
に
植
民
地
手
段
化
の
傾
向
た
ら
ざ

葉

報

る
を
得
な
い
。
か
く
て
協
民
地
と
判
F
M
n

と
の
閣
ぽ
悼
の
連
時
惜
の
方
向
は
禿
事

主
義
時
代
と
技
り
な
く
、
山
?
"
ハ
ソ
力
強
く
て
刀
力
向
に
推
迩
さ
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ね
こ

d

と
な
る
。
一
方
全
持
主
誌
に
於
て
は
民
殺
に
於
け
る
各
の
統

.
、
、
.
、

一
つ
原
却
が
未
だ
明
か
で
な
い
。
た
均
に
植
民
地
刀
遜
パ
ベ
刀
直
刈
京
乃
そ
刀

時
々
の
定
志
に
よ
り
て
決
氾
ミ
る
込
心
地
J

同
一
な
い
。

梢
洲
に
於
る
快
伐
と
伎
心
事
品
目
作
品
れ

|
|
農
産
物
配
給
油
作
の
合
瑚
化
に
関
聯
し
て
1
1
i

)L 

ノk

i可

満
洲
剛
氏
村
総
所
は
小
γ
封
建
的
色
彩
内
法
仰
な
る
に
拘
ら
J

っ
、
伐
詑
物

円
前
日
川
任
、
同
口
川
作
物
刊
付
伊
合
耳
、
よ
り
見
て
、
伺
川
限
度
空
換
Mm
消
に

へ
込
J

d

ベ
-
?
っ

o
M
r
J
一
作
成
均
配
給
機
伴
内
一
如
何
は
漣
本
終
済
に
任
接

影
響
T
る
の
み
な
ら
ず
、
農
耕
技
術
の
改
存
従
っ
て
生
産
カ
購
買
力
を
温

ピ
て
岡
民
経
済
ひ
い
て
は
日
浦
，
フ
ロ
ッ
ク
経
済
に
も
影
響
ナ
晶
と
こ
ろ
大

な
さ
も
内
が
あ
る
。
誌
に
於
て
既
定
物
配
給
過
艇
の
針
策
が
重
要
性
を
帯

び
て
米
る
。
従
っ
て
一
聯
山
配
給
機
構
巾
そ
の
占
む
る
地
位
土
り
し
て
円
以

も
特
徴
的
な
存
ん
刊
で
あ
る
股
桟
耳
、
農
業
政
策
の
抱
一
品
者
と
し
て
の
農
唱

合
作
枇
左
を
以
上
げ
、
配
給
油
川
相
介
瑚
化
に
繭
聯
せ
し
め
て
、
之
を
考
架

す
る
一
半
が
木
判
官
四
日
的
J
J
あ一
Q

。

帳
桟
は
そ
の
組
織
放
に
機
能
に
於
て
甚
し
〈
中
世
的
で
あ
り
、
そ
の
獲

得
す
る
利
潤
は
資
本
性
北
町
一
舎
に
質
問
叫
す
る
向
業
利
潤
を
盗
に
越
え
、
慢
心
本

生
産
技
術
の
改
荒
川
を
著
し
く
制
約
す
る
c
然
る
に
満
洲
閣
建
闘
を
契
機
と

し
て
、
共
の
中
世
的
職
能
者
必
要
と
し
存
績
を
可
能
な

ιし
め
て
ゐ
た
政

治
的
経
済
的
原
凶
に
書
期
的
判
明
草
を
見
る
に
至
り
、
そ
の
機
能
に
も
本
質

第
四
十
七
巻

-
五
五

一
五
五

宮存

続
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実

手軽

的
鐙
革
が
膏
ら
さ
れ
る
に
至
ワ
た
。
そ
の
原
閃
の
一
つ
は
農
産
物
配
給
過

待
の
改
善
策
、
印
ち
背
問
賀
買
の
禁
止
、
一
作
排
禿
会
度
量
衡
制
度
の
確
立

金
則
合
品
川
枇
交
易
場
決
び
穀
物
共
同
敗
富
民
事
業
内
創
設
等
之
で
あ

ε。
壮
一

し
元
日
寺
山
多
〈
ぽ
、
肱
念
的
市
川
間
的
な
る
か
地
方
的
施
設
に
過
ぎ
な
か
ワ

た
。
積
神
的
に
は
、
今
次
内
民
業
射
産
AM
び
に
農
民
生
活
の
安
定
食
一
目
標

と
す
る
農
業
政
策
の
民
行
機
闘
た
る
任
務
を
有
す
畠
自
助
的
民
事
合
作
耐

の
創
設
で
あ
る
。
そ
の
成
功
的
投
峡
劃
何
は
本
報
告
内
外
に
る
る
。
蕊
に

民
事
A
H
作
刷
の
配
給
服
詑
を
ね
る
に
そ
れ
は
従
来
の
亦
一
耕
作
よ

P
多
際

化
に
似
る
恥
判
明
付
川
引
物
ル
配
給
椴
椛
に

H
r
f
る
」
何
時
に
、
一
般
的
に

は
中
性
的
配
給
以
引
に
作
ふ
弊
官
官
を
是
正
し
、
生
串
山
の
成
朱
を
大
な
ら
し

む
る
こ
と
に

N
P
、
農
民
生
活
の
安
定
ひ
い
て
は
噌
品
目
計
量
の
目
的
達
成

に
存
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
生
的
任
務
よ
り
し
て
推
測
せ
ら
れ
る
。
然
し

そ
の
凶
策
の
来
制
た
る
令
館
主
義
よ
り
し
て
、
民
甚
合
作
一
枇
の
配
給
職
能

は
、
決
し
て
騰
史
的
存
犯
を
有
す
る
根
桟
の
機
能
の
人
二
間
的
排
除
に
あ
。

の
で
は
無
〈
、
た
だ
本
来
的
配
給
機
能
に
泣
一
万
せ
し
め
、
彼
等
を
自
己
の

職
能
中
に
有
機
的
に
融
合
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
従
ワ
で
断
匙
主
義

が
と
ら
れ
る
。文

那
縦
携
に
於
け
る
銀
の
地
位

{:ll 

情

氏

1t 

オt

支
那
に
於
け
る
銀
は
重
要
な
る
役
割
を
演
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
支
那

は
銀
の
生
貴
闘
で
は
な
い
。
支
那
は
州
艇
の
使
用
闘
乃
至
消
費
凶
と
し
て

の
意
義
を
持
ワ
の
で
あ

p
、
米
闘
の
如
き
は
銀
の
生
成
凶
と
し
て
、
我
図

の
如
き
は
訟
の
使
刑
凶
L
一
貿
易
関
係
に
あ
る
刷
酬
と
し
て
意
義
を
持
う
の
で

t
F
凶
十
七
巻

一
五
六

責主

抜

一
五
六

あ
る
。
こ
の
三
ヲ
の
す
場
に
於
て
は
保
政
策
が
、
夫
々
川
県
っ
た
傾
向
に
定

う
た
も
の
で
あ
ワ
て
、
鋭
的
問
者
同
で
は
鉛
偵
の
引
下
政
策
、
生
産
闘
で

は
引
上
政
策
、
貿
易
凶
で
は
安
定
政
策
ー
と
し
て
割
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

支
那
に
於
け
る
組
問
題
は
金
本
付
制
貨
体
改
革
の
案
正
銀
本
料
制
の
そ

れ
と
の
剖
立
に
於
で
、
廷
に
何
日
本
山
忙
諭
円
巾
に
於
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
就
中
応
川
崎
二
一
年
(
一
九
一
川
年
)
凶
幣
保
例
、
同
二
十
二
年
(
一
九
一
一
一

三
年
)
新
銀
元
本
付
制
、
民
同
二
ト
凶
年
ご
九
三
五
年
)
新
品
目
幣
政
策
に

於
て
組
一
、
問
慮
を
必
ず
る
の
で
あ

E
e
向
似
を
本
付
れ
と
せ
」
文
部
的

mmに

於
け
乙
似
宏
、
削
船
出
は
一
九
二
九
年
よ
り
の
世
界
不
況
と
支
那
と
の
関
聯

が
鉱
山
交
の
場
合
と
し
て
、
一
九
三
例
年
よ
り
の
米
闘
の
銀
政
策
の
支
那
へ

の
影
響
が
似
市
の
揚
合
と
し
て
、
最
近
に
於
け
る
鍬
問
題
の
貸
詩
的
検
討

の
劃
象
と
し
て
興
味
を
悲
〈
の
で
あ
る
。
更
に
訟
を
本
校
止
せ
し
支
那
と

し
て
そ
の
貿
易
関
係
を
考
ふ
る
時
、
銀
副
に
於
て
展
開
さ
れ
る
聡
入
と
輪

出
、
保
安
に
於
て
民
一
京
さ
れ
る
聡
入
と
戦
出
は
夫
々
一
考
の
喪
が
あ
る
。

銀
引
で
は
輪
入
も
輸
出
も
伸
民
性
を
持
ち
、
銀
安
で
は
聡
入
も
輪
出
も
牧

縮
性
を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係
は
世
き
換
え
て
見
れ
ば
、
話
常

の
処
替
理
論
は
訟
の
経
済
で
は
聡
入
に
於
て
は
斑
諭
と
賛
際
の
一
致
を
見

る
が
輸
出
に
於
て
は
理
論
と
貸
際
の
一
致
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
云

ふ
結
果
に
到
建
す
る
。

誌
で
こ
の
関
係
を
支
那
舷
摘
の
貸
際
に
照
合
し
て
見
る
時
、
銀
の
機
能

よ
り
委
す
る
有
利
性
が
利
則
さ
れ
て
居
ら
ず
、
叉
銀
の
不
利
性
が
回
避
さ

れ
で
居
、
U
な
い
の
で
あ
っ
て
、
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
年
)
幣
制
改
革
ま

で
の
我
国
印
ち
銀
本
位
の
日
本
と
支
那
と
の
比
較
が
意
識
を
持
ワ
の
で
あ



る
。
か
く
し
て
銀
倒
引
下
政
策
を
要
求
し
た
支
那
の
資
慣
を
捌
下
げ
で
見

る
必
要
が
生
ず
る
。
一
冗
よ
り
品
川
り
に
人
局
的
な
る
先
頃
よ
り
の
米
閣
の
銀

政
策
の
帰
趨
は
そ
の
主
L

州
制
高
の
資
ナ
も
の
と
し
て
取
扱
っ
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

終
り
に
、
支
那
は
一
万
来
、
貿
易
入
超
に
於
て
然
も
銀
の
轍
入
が
繍
付
、
b

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
民
凶
二
十
一
年
(
一
九
=
三
年
)
よ
り
韓
換
せ
る

銀
の
検
出
に
就
い
て
は
、
一
九
=
一
四
年
以
降
の
米
国
銀
政
策
が
一
一
聞
の
拍

車
を
か
け
た
も
の
と
し
て
多
難
な
支
那
の
銀
問
題
を
考
慮
す
る
よ
り
も
先

に
、
支
那
制
h

岬
附
モ
制
作
向
悼
の
快
陥
が
似
の
流
出
の
礎
閃
を
抽
出
く
作
り
し
こ

と
に
刷
川
立
す
べ
き
で
め
る
。
「
向
洋
納
ほ
次
焼
掲
載
の
論
稿
参
照
)

午
前
中
の
報
山
中
川
終
了
後
、

熱
心
な
討
論
が
縄
げ
ら
れ
、
意
義
深
き
一
日
を
過
し
て
、
木
年
度
の
大
舎

を
終
っ
た
。

一
一
同
組
念
撮
影
を
な
し
、
終
日
立
撃
な
報
告

大
合
同
席
者
〔
講
演
者
〕
大
和
川
悌
一
一
、
西
野
入
愛
一
〔
大
阪
向
大
〕

尾
形
繁
之
、
柏
探
反
州
内
、
木
村
和
=
郎
、
近
藤
文
一
一
、
陶
山
誠
太
郎
、
竹

島
市
三
郎
、
藤
川
被
一
一
一
、
平
田
降
夫
、
藤
谷
謙
一
一
、
耐
井
孝
治

鎗
〕
井
上
腿
次
郎
、
井
上
次
郎
、
大
同
義
夫
、
利
川
三
良
、
柏
木
憲
治
、
〔
立
命

石
間
興
平
、
熊
本
吉
郎
、
岡
藤
雅
夫
、
祭
原
光
太
郎

〔
朝
内
大
山
崎
宇
〕
磯
部

喜
一
、
菊
川
太
郎
、
相
滞
秀
一
、
河
村
山
且
介

〔
同
志
枇
〕
北
野
熊
車
内
男
、
帰
崎
監
法
、
中
一
内
良
一
、
古
川
貫
二
〔
名
古

屋
高
尚
〕
山
崎
英
雄
〔
彦
線
高
尚
〕
岡
崎
文
親
、
江
頭
恒
治
、
浅
見
信
次

[
和
歌
山
前
向
〕
大
畑
文
七
、
岡
橋
保
、
金
持
一
郎
〔
高
松
高
尚
〕
小

〔
闘
阿
準
院
〕
傍
島
省
三

良

二葉

報

川
淵
太
郎
、
九

m永
作
〔
山
口
高
尚
〕
竹
中
埼
一
、
徳
永
清
行

高
向
〕
有
井
治
、
須
永
秀
剤
、
一
符
藤
一
郎
、
小
守
敏
郎
〔
開
利
内
向
〕

上
間
藤
十
郎
、
高
木
良
助
、
高
岡
周
犬
、
武
田
長
一
A
郎
〔
大
限
外
語
〕
小

〔
京
一
向
〕
阿
探
再
洋
芽

〔
紳
戸

〔
和
歌
山
商

〔
第
一
二
神
港
〕
磯
間
四
郎

業
〕
雨
森
(
け
一
一
ニ
〔
段
取
部
〕
盟
…
正
股
、
常
本
又
次
〔
純
情
損
部
〕
山
本
美

越
乃
、
神
戸
正
雄
、
高
川
保
潟
、
本
庄
柴
品
川
郎
、
小
烏
口
太
郎
、
汐
見
三

郎
、
作
川
荘
一
、
石
川
興
一
一
、
符
口
吉
彦
、
八
木
芳
之
助
、
時
川
虎
一
二
、

巾
川
典
之
助
、
大
塚
一
朗
、
柴
川
敬
、
端
江
保
歳
、
中
谷
賀
、
佐
波
山
月
平

庁
杉
山
一
郎
、
ぬ
恭
彦
、
相
世
沖
荷
、
山
阿
必
一
、
健
川
藤
次
、
青
山
秀
夫

同
杉
競
、
同
日
労
減
、
附
A
H
伯
士
、
背
、
政
利
却
、
黒
松
娘
、
有
川
正
一
一
一
、

陀
上
忠
域
、
川
市
利
良
、
岡
本
71
次
、
上
村
焼
成
、
小
泉
氏
一
一
一
、
部
木
総

-
郎
、
似
谷
男
二
、
比
一
相
時
計
一
旬
、
堀
江
兆
一
、
山
時
武
維
の
訴
氏

京
都
市
京
京
医
下
鴨
高
木
町
七
九

兵
庫
豚
武
庫
郡
瓦
木
村
問
介
北
口
巾
風
附

東
京
市
叶
い
川
芥
一
肌
太
子
此
川
町
問
三
一

兵
庫
牒
武
庫
郡
材
活
村
山
パ

Mm
古
川
町
政
一
一
川
一

三
井
焼
山
株
式
合
壮
三
池
繍
業
所
庶
務
却

大
卒
川
市
費
坂
町
一
丁
目
二
祁
地
町
内
方

山
海
開
騨
氏
物
主
任

山
側
洲
岡
山
部
閣
制
鋭
恥
宅

京
都
市
上
京
区
紫
町
上
御
所
同
町
楠
川
若
菜
市
泊

四
山
日
市
今
津
砂
川
=
一
六
七

京
都
市
右
京
直
桂
艮
町
一
五
ノ
一
回

所
茂
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新
入
生
微
迎
合
を
開
催
す
。
出
品
者
、
高
問
、
木
目
、
石
川
、
大
塚

中
谷
、
佐
波
、
松
井
の
諸
先
生
反
命
日
戸
口
百
二
十
九
名
。

一
、
吉
野
見
即
時
中
五
月
十
五
日
(
日
)
佐
波
先
生
及
合
員
八
十
八

名
古
野
放
行
を
催
す
一
。

一
、
第
一
同
大
阪
見
皐
五
月
二
十
指
日
(
水
)
先
づ
詑
幣
尉
及
株
式
以

引
所
を
見
且
午
、
以
引
所
に
於
て
は
常
務
班
事
材
木
航
五
郎
氏
の
誹
凶

あ
り
、
安
で
大
阪
朝
日
新
聞
札
を
見
日
時
午
、
航
桝
部
長
武
内
民
の
抗
代

純
情
恥
勢
に
闘
し
一
【
一
講
演
あ

η
、
午
後
五
時
中
大
阪
に
て
仰
放
す
。

本
日
の
参
加
者
は
件
波
先
生
其
他
合
員
百
俄
名
。

一
、
第
二
同
大
阪
見
単
一
九
月
二
十
七
日
(
余
)
内
野
川
勢
働
者
約
川
所

託
児
所
、
公
設
質
一
師
、
今
川
H
J

日
朝
…
料
術
的
所
を
見
皐
寸
、
多
加
者
、
松

井
、
山
間
耐
先
生
敢
に
合
員
五
十
二
名
。
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大

洋
丸
等
を
見
践
す
、
制
戸
税
関
に
於
て
総
務
部
長
波
部
起
動
氏
の
詩

街
あ
り
、
終
っ
て
一
川
釧
院
補
ね
光
に
赴
〈
、
参
加
者
、
休
波
、
山

岡
阿
先
生
及
合
員
豹
五
十
品
同
名
。
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